
○祝 開校５０周年「グッド・ラックン」 

「自分軸」を大切にする 

校長 神野 孝彦   

 
明けましておめでとうございます。 

２０２５年（令和７年）がスタートしまし
た。新年を迎えるにあたり、過去の習慣を
見直し、新たな目標を設定することでよ
り良いスタートを切りたいものです。 
 
 さて、現代を生きる私たちにとって、社
会の価値観や生活様式に大きな変化が起
こっていることを実感する機会が増えて
います。２０２５年も様々な変化が見ら
れるのではないかと予想します。そんな
変化を、決してマイナスの受け止め方を
するのではなく、プラスの受け止め方をしたいものです。多様な生活の価値観や生活
行動など、新たな情報には常にアンテナを張って変化を恐れずに受け入れていく姿
勢が大切ではないでしょうか。その多様性こそが新しい社会生活の発展に.つながっ
ていくのではないかと思います。 
そのような時代の変化が進んでいる中、私たちが大切にしたいものは「自分軸で生

きる」ことではないかと思います。自分軸を作り上げるためには、まず自分自身を知
ることが大切です。自分の強みや弱み、価値観や信念を深く理解することです。具体
的には、思ったことや感じたことをありのまま受け止める、本心を認める、言葉にし
てみる、身近な人に伝えてみる、それらを日々積み重ねていくことで、自分らしさや
自分が本当に求めていることが分かってくるのではないでしょうか。そして、周りに
流されず、自分の価値観を大切にすることで、自分の人生を主体的に生きることにつ
ながるのではないかと思います。自分らしい人生を歩むために、ぜひ自分軸を確立さ
せたいものです。 
 
２０２５年、開校から５１年目を迎える霞台中学校の教育活動に、ご理解ご協力を

お願いいたします。 
 

青梅市立霞台中学校 

学 校 通 信  ～野はひろく～   令和７年１月号 

電話受付時間の変更について 

 このたび、教職員の働き方改革の一環として、以下のとおり、お問い合わせ電話受付時間を変更させ
ていただくこととなりましたので、再度お知らせいたします。 
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 
 なお、受付時間外の生徒の事故、生命に関すること、その他緊急のご連絡につきましては、青梅市役
所（0428-22-1111）までお問い合わせください。 
変更日 令和 7 年１月８日（水）より 
受付時間 ７時 45分～17時 30分 



＜２年生 校外学習（都内）＞  
 11 月 26 日に２年生が都内方面で校外学習を行い
ました。来年度の修学旅行には、さらに成長した姿で
臨んでくれることを期待しています。 

＜１年生 校外学習（川越）＞ 
11 月 29 日に１年生が川越で校外学習を行いまし

た。自分たちだけで班行動をする初めての行事でし
た。難しいこともあったかと思いますが、全員が無事
に行程を終えることができました。 

 

＜花いっぱい活動＞ 
 １・２年生と園芸部が花いっぱい活動を行い、花壇の冬支度をしました。 

＜第 20回 青梅市小・中学生の主張大会＞ 
 12月７日に行われた「第２０回 青梅市小・中学
生の主張大会」に本校 2 年生の中村柑南さんが参加
しました。 

＜霞台中生徒の活躍＞ 
【陸上部】第８ブロック駅伝競走大会 
男子の部 第５位 区間賞：３.05km区間 第 1位 田口瑛太 
女子の部 第８位 区間賞：３km区間 第 8位 大滝せな 

【女子ソフトテニス部】第８ブロック冬季研修大会 第５位 

【文 化】青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰 お囃子 中村柚子 

【書 道】比叡山書道連盟主催 第五十二回全国学生比叡山競書大会 京都市長賞 大久保美咲 

【スキー】第６２回 全国中学校スキー大会（アルペン）東京都予選会 第２位（全国大会出場） 野﨑日向 

＜１月の主な予定＞ 
 ８日（水）始業式・午前授業 26日（日）・27日（月）都立推薦入試 

 ９日（木）給食始め・午前授業 27日（月）学校運営連絡協議会 

22日（水）～ 私立推薦入試 

奪われた私たちの希望 2年 C組 中村柑南 
昨今叫ばれている「働き方改革」により、全国中学校

体育大会、いわゆる全中での一部の競技について開催
しないことになり、そのしわ寄せが私の身にもふりか
かってきた。…… 
私は幼少期から新体操をやっていて中学生になれば

この大会に出られるという憧れがあった。しかし、
2022 年度に設置率が 20 パーセントを切ってしまっ
た部活動は全中での競技が廃止になってしまった。…
…この政策で先生の負担が減り、楽になるのも確かだ
ろう。しかし、それでも全中を目指して必死に頑張って
いる生徒が少なからずいるのだ。……一部競技の全中
廃止という生徒の目標を失くしてしまった政策はとて
ももったいないと思う。私は、一部競技の全中廃止に反
対する。この私の思いが多くの大人に届いてほしい。 

（一部抜粋・要約） 


